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Theprobittransformatidnmethdddevelopedby

B一issis･nowadays,widelyusedforthearrange甲ent

ofresultoEexperimentsin thefiも7dofbioassay

ofinsecticides･In､manycases,itlュasb占enrecog-

nizedthat'th占 normalityofindividualsuscepti-

bility･canbeよttained by､the transfomationof

concentrationsofchemicalsinto]ogarithms. To

eva一uatetheoreticalbasisofthisempiricallyrecog-

nizedfactisthepurposeofthepresentexperi-

ments.

A simplemethod to observe-tIleletllaldose

ofinsecticidal powder for individualmosquito

larvawasrdevised by theauthors.The lethal

tLmOuntOEthechemicalin theindividuallarva

iSrCprCSCntCdbythelcngthof〟insecticideco7umn"

L.whichwasswaI]owcdbythelarvaunti)1its

surrcndcr･- TherelatioモSbetweenL and the

concentration'C_oEJ'nsecticl'deswere-observedin

theーeXperilne-ntヨ,usingDDT,BHC and lindane

powdersagainsttheforthinstar一arvaeofCulex

Pipiensタallens･･Thelinearregressi?nline,L=
alogC+,b,wasverifiedtobevalidinallthese

case?･Hereaandbareconstants･

Atthesametimethenormalityforthedistri･

butionofLwasascertained, soitisreasonably

provedthatthedistributionoflogoisnomal.

Tlleabovementionedeqllationcan beled irom

Webcr-Fcclmer's law (AL-aAC/C)which 王s

wide一y va一id in thefie一d､ofbiological science

concerning stimulus-response relations. It is

worthyofnoticethatWeber･Fechner′slawis(he

basisoftheeqllation,according一ythefundamemt

､ofthefactthattheindi÷idllalsusceptibilitytothe

insecticidesdistribllteSnO上mally in logarithnlic

scaleofconとentrations.

The parametersa and b ofthe rcgrcssion

equationsobtainedidtheexperimentsofDDT,
BHCandlindanewerealsocompared.

mosquitplarvausuallymovedtosomecxtcntin
the intestineaftertlle intoxicationbegan and

thelarvaceasedeating･To･representthedcgfee

ofthèshifting;thedistancqbetween the colkr

situatedatthehind･pointofheadand thecnd･

pointofthe"insecticidecolumn''wasmcasurcd.

This distancewasnamed `̀co11arspace". The

dataムn the 〃collarspace'' canbeutilizcd to

resolve certain problemson tlleabsorption oE

insecticidesattheintestinalwallofmosquitolarya,

bccallSethecollarspaceistheindicatorforthe

timefrom thestartofintoxicationtotlledeatll.

OJItheScasonzLIFJuchlation oEthePoplllationDcnSityofMeloidoByneincognilaacriEa
illtheSwccLpo一atoField.TsuruhikoLKoNDO(Kanto-T6sanAgriculturalExperiment､station.
Unakami,Chiba_Pref.).ReceivedNov.･14,1956/Ba砂zL-Kaglku,22,144-149,1957,(with

′･English̀resume,149). r

22･ 甘藷畑におけるサツマイモコンリユウセンチユウあ季節的消長につし､て･*. 近礎仏 産

(関東東山出業試験場)31.ll.14受理 :.

謹 ん で 春 Jtl_忠 曹 先 生 の 奇 瑞 を●祝 賀 し｡奉 る･.l_

コンt).ユウ.センチユウの棲息僻皮の消長は寄主作物の班軌 ま1=その栽培条件などによって潜しく
bTdって来る.サツマイモコンt)ユウセンチユウの被古を, 解析し防除対節をたでる鵜にはその糊雑

の実態をつかむ必要があるので, 2年間にわたって棲息鮮度の季節的消長を調査した.

瀬本はIBの要旨は昭和27年鑑 (1952)日本良学大会応用動物学会日本応用昆虫学会合同分科会において訂糊 発試
した.
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コン.)ユウセンチユウは,その紙iL:の大部分を机物

体 (主として収)に持出して過すものであるから,そ

の出所は.･r/q'主と柘めて軌 窪む朋係にあることが考え

られ.描主作物の和籾.晶弧生態乱 柾脚 の寸々tN,

湖巧JmrtpJ.栽培万ue.約作体系等により,その機,B密

lllの変鍬 ま.自ら只つた様相を盟するものと,F!iiわれる.

したがって,コン.)ユウセンチユウの被-qLj'をm析し,

その防除法を考えるに当っては,先ず,符主作物の研

頂ruに,各位栽培条件下にわける発生消長の犬lBが兜

明されなければならない.

挟尾6)は,朝鮮水原にわけるT)ユウゼツナ再生のコ

ンリユウセ､ンチユウについて,その土塊巾群山幼虫数

と符主の山塊円の山頂の祝矧 こより,その以心弦度の.

季節的消長を論じ,又岡m6)は,弓咽沼 に枇 1て,ニ

ンジンに符生するコン.)ユウセンチユウの 1柾につい

て,持主円における季節的相生消長を観釈しているが,

サツマイモ栽培田切にわける季節的消長については,

未だ報告されたものが見当らない･ナ ノマイモは,畑

の夏作物のTlでは.比校的その生田期間が長く.我が

国では,かなり広両矧 こ栽培されているので,コンー)

ユウセンチユウの刑肌 こは3EAtiな役割をもつ作物と考

えられるが,:'rt者は,サツマイモに,Lるコン.)ユウセ､

ンチユウ耶邪の宍債を把屈し,サツマイモにおけるコ

ン.)ユウセンチユウ.の絞告の耶折と防除対策への手が

か りを見出す意味にお.､て.甘諸肌におけるコン,)'ユ

ウセンチユウの季節的消長について調立を行った∴

コ ン 1)ユ ウセ ンチユ ウは, 従来 HeEerodera

marl.'on''(Cornu)GDQdeyの学名で･1群とみなさ､
れていたものが,CIlitwoodl)によりこれがいくつか

の柾枚び亜跡 こ分た.ll,るようになったので,田執 こわ

けるコン.)ユウセンチユウの械忠常fTlを調正する場合

には,そのt.n･177の排のN.!城をr"jかにした上で行われな

ければならない (炎熱 与は只る数種の混在する略合が

多い)のであるが.殺近の調査により,哀調在を行っ/

た田切では,殆ど,サツマイモコン.)ユウセンチュウ/
MeloL'doBylZeincogm'taacriEaChitwoodll郡のみが

松,Bすることがほヾ推定されるよう'にな?た..したが

って,本調光は本印についての調むとみなして差支え

Tlいものと考えられる.ここに.木枕同定の労を灼し

7こ北H'iiEI出井胡肘 妨一戸稔技法8と深.邦の忠を-1壬したいノ.

-h調一竹ま.JArt･-tiの研兜:j-1'がJr!林田T･発出耶改良実験

IVrl-rrmWT'TfJfflにrJわれたものであって,I.7lm にあたり

I/JJJをf.rfまれTlかった石橋和多田/氾Ht良の両氏に厚

く御礼申上げる･ .

調 査 方 法

T･苅爪WJj上耶打tJ'上町 (当時の哩的付)江ヶ崎のコン

.)ユウセンチユウ訳映れ即,tiの一別に朋Tf区内を設け,

これに,1948印に11･ツマイモコン1)ユウIt:ンチエウの

描出の新しいサツマイモ皿TIFLIF:Lを胡均し,その後地へ,

1919-1950坤の2ケET:を皿じて,同じく相生の著しい

サツマイモLMn!14巧を述作し,冬作はすべてコムギを

'lR均した.サツマイモの栽培期間は,1949年において ､

は,5月24日～11月10日,1950年においては5月24日

ト11月9日で,いずれ も畦巾2尺挟間 1尺の普通栽培 .

を行った.尚調査地の土壌は;砂症土である.

1948年の予節調査により,調査地のコンリユウゼン ､

チエウの寄生繁殖 は充分であることを認めたので,

1949-1950年の2ケ印にわたり,同一甥所で次の方法

にJ:り湘すさを継続した.即ち,調査に当っては,先ず

サツマイモ栽培期間11は.蛙の滋高部の株問に,コム

ギ栽相 即 日中は,帖の中心茸融こ沿い,内径約 11.5cm,

長さ 25cm の税古閃きになった鉄円T.7)-を土巾に打込.

んで,円柱状に土il態を採収し, これを地IRから 5cm

.宛5I州こ切分ける.このようにして,朋空j:区所内の任

意の2ヶ所から採【放した土地を,各屑矧 こ充分混合し

･た後,一冬 Il･-fl土地中から 50占宛をとり, その各々か ら

Bacrmann 蛇により線虫を分脈して, 双眼鋭徽鏡下

にコンリユウセンチユITljの弟1期幼虫数を識別してか

ぞえ,各榊の傾心密度をあらわす数値とした.

羽衣土班を採取した月日は,次の通 りで.サツマイ

モ栽培糊rL"JrfIの大部分は,ほほ10日おきに採土した･

'19-19年: 1月 16日,2片15日,3月 15日,4月

20日,5月9･19･29日,6月9･21日,7月 4･13･

24日,8月3･14･24日,9月5･15日,10月ナ･22

口,11月21日,12月5･23日..(計 22回).i
1950年 :1月 10El,2月20日,､3月 10日,4月 8

･27日,5月8･18･29日.6月8･21日,7月~4⊥

14･25日,18月6･14'･26日,9月5･15･25日, 10

(計27回).

T.'ru以上の調IJlは F.1時に.矧 放した土がlllに含まれる

サツマイモのqlをとりrllル,根J?ffTの'lV姓d侶 をも槻

突くして参巧とした.

調査結果と考察

L:.Bacrma叩 班に.ヒー)｣二地力､ら分肘 .榊 ニコン･)ユウ

セシチエウは,その約ど1三部が郡lJTJ】iJ)山で.柚めて

稀結城の成虫が見られた.この溌分祁された幼山の中
には,土壌中J7卵袋から脚化沿.'1ル て来たものも含ま

れるのではないかと考えられる.節1,2図 はこの分

離幼虫数により夫々1949年及び 1950年における土屑

別の季節的消長をあらわしたものである.文,調禿土

城中の眼における虫態観察の結果は,節1,2表 に示
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Fig.1.Seasonalfluctuationofthepopu一ation

densityofMeloidoBynCt'nCOgniLaacritain
theEicldofsweetpotato.Observationin1949.
Depthofsoilcollected,A:0-5.B:5-10,
C:10-15,D■:15-20,E:20-25cm.
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Fig.2. Seasonalfluctuationofthepopulation
densityoEMelot'doByneincogntlゎacriLainthe
fieldofsweetpotato.Observationin 1950.
Depthofsoilcollected, A:0-5,B:5-10,
C:10-1号,D:15-20,E:20-25cm･

Table1. DevelopmentalstagesofMeloL'doBylZeEncogllZILaacriLa insweetpotatoroots王n
samplcdsoils,incontrastto thenumberofthelststagelarvaecollectedfrom soils.
Observationin1949.

+:discovered,-:undiscoverとd, / :noroots, ():observationontherootsleftin(hcsoil
afterharvest.
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Tablc2. DcvclopmcntalstngcsoEMeloL'doRy〝el-ncog〝F'LaacrL'La王nswcctpotLttOrootsin
'sampTcdsoils.in contrastto thenumberoftllelststagelzlrVaCCOllccte(1from 50itS.
Observationin1950.

+:discovered, - :undiscovered,/:noroots,
afterharvest.

し,分離幼虫数の5層合計と対比させた.調査期間中一

の符切の地温及び降水虫は第3図時示す迫りである･

(地温は旬平均,降水員は旬合計).

冬季においても.土壌中に残ったサツマイモの腐敗

根中に.卵や邦 1糊幼虫が認められるが.土壌中に沖
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Fig.3. Soiltemperatureandprecipitation in
1949and1950.Solidandbrokenlhesofupper
twoIJ-guresshow the son tbhlperatureat5

and20cm below surface,respectively. .

():observationontherootsleftinthesoil

出するものは.柘めて少数である._5月上旬から棲息

密度は急に上昇し,この月において一つの発生の山を

形成する.Godfreyう によれば.コンリユウセンチユ

ウは160以上に至って等生活動性を増すが,5月には,

地温がコン')ユウセンチユウの活動開始点を越え,鶴

冬卵から幼虫が膨化溶出する時期と考えられる.した

がって,この時期の発生の山は,その印の那1円発生

即ち第1世代幼虫の発生を示すものと見ろことがtll来

ち.この時糊は,恰もサツ与イモの机付昭胴に当るの

であって,木調f王では銘印とも5月24E=こ机付けが行

われているが,その後6月から7月にかけて.幼地の

牧山数が非'.mこ少Tlいのは,耶 11Lrlt幼山の大部分が

サツマイモの租 こ投入を経ったこと,及び脚化幼山の

死亡による誠少のためではないかと考えられる.

1949年には6月21日に,1950印には6月8Elに.

gallの形成及び茄2期幼山が認められ, 1950年6月

21日には初期2)雌成虫が認められ,両年とも7月4日

において,卵変の形成が認められた.更に1949年には

7月24日に,1950年には7月14日に,卵盤内に新し

い第1瑚幼虫が認められたが,これが第1期幼虫の第ノ
2回発生,即ち第2世代幼虫の発生の初期と考えられ

る･以後第1,2図に明かtjように,8月に至って校,0
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密度は,.tlJ上昇し,サツマイモの収梅されるまで,か

なりの砧密度を維持すき.邦2世代幼虫の発生後,根

にわいては,常に各出態のものが観察され その後の

牡代数は.本調査の描田では明かでないが,夏季の高

孤.1により,-牡代の経嘩El数も短縮されることと,秩

季のサツマイモの新根7)発生により夏秋季においては,

このよう､な捕密度が持,'676されるものと考えられる･サ

ツマイモ甲生育時期から見ると,8月以降は.塊根の

肥大)抑こ相当するのでここの時期のコン.)ユウセンチ

ユ少の絹瞥収は.サツマイモの収虫に対しても,かな

りのLLZ埠を及ぼすものと思われる.

191'JLl三の8月Fll佃には,浴.riI幼虫数が急政71減少を

･,示しているが,この年は,7月中旬からこの時糊に至

るまで.殆ど降雨なく,土壌の乾燥はそり極に適し,､

これに伴い,地温も樋めて高く,年前10時 こ,宿場の

地IRでは,8月節3半句の平均で400以上 (邦3図で

は ..佃平均のためこれよりや 低ゝ温)になっており,

サツマイモの細椴も枯死したものが多く,乾奴の特に

甚しい上 IIYfにお･,,ては,根の中で.卵,節 1糊幼虫,

雄･戊山2)変Jr9死亡したものが極めて多数見受けられた･

は.400で.幼虫は 127.5卓7.5分,卵は4･5土0･5分

で死滅することを棚告し,･又 Godfrey,etal.1)は,

コ｢リユウセンチユウの幼虫及び卵は,乾燥した土壌
中に拭 ､ては,かなり長相田生存するが,コ､ンリユウ

1

セ)チユ･クの揮蛙したパイナップルの根を7月の屯射

日光で托放させた似合には,8E日印の乾塊で死滅する

ことを糾じており,本.U.TJ丑に好一､ても,この場合のELI

血の払出款の減少は土城の乾塊に伴う胡瓜が大きく形
班しているように思われる.尚この時糊には別に調Zf

した他柑繰出湖も著しく減少している七 とが認められ

た.

m1.2図 にIt3いて,棲息密度の垂厄分布を見ると,

u;斜こわいては,各年とも邦1回 (深さ 0-5cm)が

柑こ紙併収を示し,Ĵ52J田(深さ5rlOcm)以下にわ

いて品●古徴収となるが,秋季 10-11月には,逆にiTS3

IIL.'J(拭き 10-15cm)以上が下屑に比し酔LEが砧く,

mlJl1は,正孝,Lりもはるかに密度が上i了･している.

出挙にお1.1ては,i〕打述のように,地IR近くでは土塊2)

7,I.f弧により線虫の死滅するものが夕く,サツ与イモの

根も乾燥7)ため上層では枯死するものが多く,根D屋

ノ ､は深層において多くなることが考えられるので,当然

上層では低密度となることが推測される.又,秋季に

･おいては,両境も多くなり,地表6-比較的湿潤となり,

サツマイモ2)悶細茎から多数の根をおろし,新税の虫

は上Tilにおい て壬J･.:しく増加し,､これにコン･)ユウセン

チチウが耽f･増殖するので,.10-11月!こおいては上心

148

＼

第 22′巻-I

において密度の砧まることが うなずけるのであって,

秋末,サツマイモ掘取の際,稲村茎から出た多数の根

に,無数の顕著な卵袋を認め才uるのに対し,托部には

gal1のある納税が少なく,名主合にJ:つては腐敗脱落し

ている状態を見受けることによっても,この時間の幼

虫密班の垂直分布を推測することが出来る.

このj:うに,サツマイモの根の矧 ま,土塊中のコン

.)ユ,7センチユウの校息密度と密接な関係にあるもの

の如く,根の虫とその垂直分布の季節的変劫は幼山th'=

息密皮の季節的消長に描皆を及ぼし,これがIF一別にや

9ゝ4-る傾向7i,示す所以ともなるように,rDわれる.

以上のように,コンリiウセンチユウの季節的消長

を土旧別に眺めると,･深さによりや 只ゝる傾向が認め

られるが,これを全体的に見ると,1949年には,9月

度を示し,以後地温の降下にしたがって幼虫軌 lI数も

減少する傾向がうかがわれる.′サツマイモ掘収後にわ

いては,繰出の符生した根が多出に掘上げられること

･と,地温の底下により,土払旋出血 数が故紙するこ

とは,当然と考えられる.

1950年は,1949年に比し,一般にコンリユウセンチ

ユウの踏出数が少なく,絞出の垂由分布がや 絹ゝ位に

あり,季節的消長の型にも相児摘 留められるが,これ

は,前年のサツマイモの品柾の和男 (1948年 :血氾L;i,

1949年 :朗荊14号),地温及び降水血の相対と,.これ

に迎く根2)良や分布の相対等によさのではないかと,fit

われる.

コンリユウセンチユjc世良密使の消長を考えるに

当っては,そのTl生密)雌や,他の土壌生物との朋係を

考h盟に入れなければならないのであるが,これは今後

の研兜にまたなければならない.
＼

摘 要

1･ 1949年1月より1950年12月に至る2ヶ年にわた

り,千東児垢上郡海上町の甘藷凪にお1.1て,サツマイ

モコン.)ユウセンチユウの按息密雌の季節的消長を湘

査した.

2. 位氾 密度の消長は Baermann法により50gの

土主知 らゝ分離した第̂1糊幼虫数の蛸城を以てあらわし,

地我下 25cmまでの土塊を5llYjに分けて誹はモした.rt7J

時に,採収した土塊中に含まれるサツマイモの根の中

の5'HJl出態を祝L,<言した.

3∴-冬季においては,邦11g]幼山の土塊 f1への班別lI
は,極めて少数であるが,5月において,耶1山代幼

虫の発生が疏!PJ=となりJ,Jサツマイモ組付後しばらくは,

幼虫の掛川XW -,少なくなるが,7月巾下佃に至り,m

21Lrl宅の地山が脚化し,8月中旬又は9月上仙 こわい
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て,mn;のth;･瓜矧rllを)T(す.秋軍地氾の1僻 と柑こ幼

山捌Jlほは 脚か戎し,サツマイモ抑取扱は,締めて代将

比となる.

4･ 耐咋)1.:,lEと不にわいでは,地-li近くa:松山4.%rl‡

が締めて快く,下Jilにおいてm宵l兜であるのに対し,

10-11Jlにおいては,上H.t')において比較的71左官T･rEとな

ち.このようTlは瓜密度の5FLu-分布の変才知ま,サツマ

イモの蛇の分布と密接な関係があるように思われる.

辺雫の土坑の乾蚊に伴 う前訓 も コンリユウセ㌣チユ

ウを死滅させ,節 目封幼虫のiFj出数を激減させるもの

のようである.
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Tt6sum6

1. Thewriterstudiedtheseasonalfluctuation

ofthepopulationdensityofMelot'doBytZet'ncog'u'Ea

cm'tainthesweetpotatoficldatUn,lkami,Chiba

Prefecture during the period of two years,
extendingfrom January1949'toDecember1950.

2･ Fieldsoi一sdividedinto fivelayers,from､

郡22一巻-I

thcsurftLCCtOthedepthdr25cm,Wereexanil'ded.

ThepopulationdcJs王IyWZIS5710Wnbythemlrnber

ofthelststLlgC7arvnccxtr叩tCdfrom 50gof

soHbyBaermnnn'sme-thod.Thenemicstagesin

thcswcctpotatorootsfound王nthe'S'lmPledsoils

wcrcaTsocxftmined.

3･ Inwintcrfewofthelststagelarvaewere

extractedfrom soi一s.InMaytilelststagelarvae

oftilelらtgenerationappeared in fairly large

numbersandthetnumbersofnemaswereve,y

smallforsometimbafterthep一antingofsweet-

potatoeS.InthemiddleorthirdtendaysofJu一y,

thelststagelarvaeofthe2mdgenerationappeared

9mdthehighestpopulationdensity wasfoundin
themiddletendaysofAugustor王nthelstten

dLly50fSeptember.ASthedropofsoiltemperattlre

inalltumn,numbers0fextractedlarvaedecreaSCd

gradually,andaftertheharvestofsweetpotatoes,

thepopulation-densitybee?meremarknblylow･

4･ h summer,thepopulation densityofthe

root･knotncmatodeSWasmarkedlylowinthetop

layerofsoilandwashigherinlower主oiHayers,

butonthecontraryll;gherdensitywasseenin

rather･higherlayersinOctoberorNovember･

ItiS.COnSideredthatthisvariationofthevertical

distribution ofthe pop111ation density may be

closelyre一atedwiththedistributionofsweetpo-

tatoroots.High soiltemperaturerelated with

drynessofsoilin'summerseemsto 品usethe

deathofTOOt-knotnematodesinthesweetpotato

rootsandthennmbersofthelststagelarvae
I

freeinthesoildecreases.

^LisloftheTeaTnjuriouST'ISeCtSinJapzln.JinhakuMlN･lMh-̂､,A(TcTLDivis:on,TokLli･

KinkiNationalAgriculturalExperimentStation,Kanaya,ShizuokaPrcf.).RcccivctlNov･1(,,

1956.Bo砂u-Kagnku,22,149･1541957.

23･ 日東産茶樹害虫 日録 何日t仁博 (出林省 mWE3近捌 q<ヱ拭剛 与 茶深部)31.ll.1652班

謹 ん で 森 川 忠 舌 博 士 の 奇 瑞 を 祝 賀 し 奉 ろ.

邪神 よききに日本k17itI'=-Crl地l口9.1Jil)に66種の害虫を掲載L/T発表したが,その後,研究の結果,同 .■
兄の訂!1),和名の光弘 氾加またはnjG,i洞れなどがあって,現在判明したもの82位に達 し'ている.

しかしてうち,カイ)/ラムシわ7和は正郎払ではなく,温包内の探究記録でないかと考えられるので,

-LEJh口uの枚方に別荘lして,今後の.W立によって碇めることにした. したがって田場で加苔するも

のは75円になる.この朋充はn帥JnjLt柘近歳出菜試教場茶業部病虫研究宝貝の協力によるものやあ

･ろが, 和名の同JrJEには一色周机 TT.崎仰三,河田煎,丸毛信勝,前桁良一,中条道夫,井上乱 長

SJll仁の各位を射した.ここに搾別の志を衣する.
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